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上
記
掲
載
の

コ
ー

ド
か
ら
目
達
原
駐
屯
地

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧

で
き
ま
す
。

Q
R

巻
頭
の
辞

九
州
補
給
処
長
兼
ね
て
目
達
原
駐
屯
地
司
令

陸

将

補

吉

野

俊

二

か
さ
さ
ぎ
の
つ
ぶ
や
き

九
州
補
給
処

副
処
長

１
等
陸
佐

佐
々
木

龍
太
郎

岩

田

防

衛

大

臣

政

務

官

駐

屯

地

視

察

目
達
原
駐
屯
地
及
び
鳥
栖
分
屯
地
は
、
２
月
14
日

（
金
）
岩
田
防
衛
大
臣
政
務
官
に
よ
る
駐
屯
地
視
察

を
受
け
ま
し
た
。

岩
田
政
務
官
は
、
駐
屯
地
司
令
に
よ
る
状
況
報
告

を
受
け
た
後
、
隊
内
に
お
い
て
九
州
補
給
処
整
備
部

の
合
同
整
備
工
場
や
第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

を
視
察
さ
れ
、
駐
屯
地
及
び
在
駐
部
隊
の
任
務
・
役

割
に
つ
い
て
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

井

上

萬

二

氏

に

よ

る

部

外

講

話

駐
屯
地
は
２
月
17
日
（
月
）
、
佐
賀
県
有

田
町
在
住
の
陶
芸
家
で
あ
る
重
要
無
形
文
化

財
（
人
間
国
宝
）
の
井
上
萬
二
氏
に
よ
る
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

井
上
氏
は
、
「
陶
芸
の
道
」
と
題
し
て
海

軍
時
代
の
自
ら
の
体
験
と
陶
芸
家
と
し
て
人

と
の
出
会
い
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
戦
後
の
日
本
を
力
強
く
生
き
抜
い
た

人
生
経
験
に
基
づ
く
生
き
方
や
考
え
方
を

語
っ
て
頂
き
、
努
力
の
重
要
性
及
び
人
材
育

成
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

※

井
上
氏
は
、
昭
和
４
年
有
田
町
の
ご
出
身
で
あ
り
、

15
歳
の
時
に
海
軍
予
科
練
へ
入
隊
、
昭
和
20
年
に
復

員
後
陶
芸
に
携
わ
り
、
昭
和
43
年
日
本
伝
統
工
芸
展

へ
の
初
入
選
を
皮
切
り
に
数
々
の
賞
を
受
賞
す
る
と

と
も
に
、
平
成
７
年
、
重
要
無
形
文
化
財
と
し
て
認

定
さ
れ
、
平
成
９
年
に
は
紫
綬
褒
章
・
平
成
15
年
に

は
旭
日
中
綬
賞
を
受
章
。
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
等
海
外
に
お
い
て
も
陶
芸
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
現
在
も
自
身
の
窯
を
開
い
て
作
陶
を
続
け
、

後
進
の
育
成
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

司令作成中

視察を受ける第３対戦車ヘリコプター隊長（目達原）

井上 萬二氏聴講する隊員達

合同整備工場視察（目達原） 状況報告受け（目達原）

ドラム缶の天板塗装状況確認（鳥栖）

新
年
度
を
迎
え
、
目
達
原
駐
屯
地
は
、
令

和
２
年
度
の
態
勢
を
確
立
し
訓
練
及
び
各
種

業
務
を
着
実
・
確
実
に
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

さ
て
、
駐
屯
地
で
予
定
し
て
い
た
観
桜
会

及
び
一
般
開
放
は
隊
員
一
同
、
開
催
に
向
け

て
準
備
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
２
月
上
旬

か
ら
世
界
各
地
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
鑑
み
、
駐
屯

地
司
令
と
し
て
苦
渋
の
決
断
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
り
、
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
駐
屯
地
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
非
常

事
態
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
各
部
隊
間

の
情
報
共
有
を
図
り
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
恐

れ
ず
、
し
か
し
侮
る
こ
と
な
く
適
切
に
対
応

し
て
頂
き
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
平
成
30
年
２
月
に
駐
屯
地
所
属
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
Ａ
Ｈ―

64
Ｄ
」
の
墜
落
事
故

を
受
け
、
再
発
防
止
策
に
基
づ
く
各
種
点
検
、

操
縦
士
や
整
備
員
の
教
育
を
実
施
し
、
安
全

性
を
確
認
し
た
結
果
、
３
月
６
日
に
飛
行
再

開
、
３
月
25
日
に
場
外
飛
行
を
迎
え
る
に
至

り
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
皆
様
が
抱
え
ら
れ
て
い
る
不
安

を
払
拭
で
き
る
よ
う
、
航
空
安
全
の
確
保
に

万
全
を
期
し
て
、
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
事

態
に
即
応
で
き
る
よ
う
任
務
に
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
駐
屯
地
に
対
す
る

ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

『
田
中
３
曹
に
申
し
訳
な

い
！
』
陸
曹
候
補
生
二
次
面

接
試
験
を
終
え
、
試
験
会
場

を
出
て
き
た
瞬
間
に
、
十
分

な
受
け
答
え
が
出
来
な
か
っ

た
の
か
、
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
を

流
し
な
が
ら
、
出
て
き
た
受

験
隊
員
の
姿
が
、
八
年
以
上

前
の
試
験
を
隠
れ
て
見
て
い

た
部
隊
長
時
代
の
記
憶
と
し

て
今
で
も
鮮
明
に
蘇
っ
て
き

ま
す
。

昼
夜
を
問
わ
ず
、
直
向
き

に
愛
情
と
期
待
と
粘
り
強
さ

を
か
け
て
指
導
し
て
く
れ
た

先
輩
達
に
対
す
る
申
し
訳
な

さ
か
ら
出
て
く
る
涙
の
様
で

し
た
。

自
分
自
身
、
指
導
し
て
く

れ
た
先
輩
達
に
対
す
る
申
し

訳
な
さ
か
ら
涙
し
た
記
憶
は

五
十
数
年
来
、
一
度
も
な
く
、

試
験
の
何
気
の
な
い
と
こ
ろ

に
、
鮮
明
に
記
憶
に
残
る
現

場
部
隊
の
隠
れ
た
感
動
の
ド

ラ
マ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
隊
務
に
お
い
て
、

階
層
毎
に
先
輩
が
後
輩
を
育

て
、
後
輩
の
実
践
す
る
姿
等

を
見
て
、
先
輩
が
育
つ
と

い
っ
た
『
育
て
合
う
雰
囲

気
』
が
非
常
に
滲
み
出
て
い

る
部
隊
は
、
状
況
に
応
じ
て

ア
メ
ー
バ
の
よ
う
に
柔
軟
に

形
を
変
化
さ
せ
、
与
え
ら
れ

た
あ
ら
ゆ
る
任
務
を
完
遂
で

き
る
よ
う
な
組
織
力
の
強
さ

と
活
力
、
底
力
等
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

引
き
続
き
、
隊
務
の
合
間

を
活
用
し
た
部
隊
の
現
場
レ

ベ
ル
の
直
向
き
な
後
輩
指
導

等
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

部
隊
の
『
育
て
合
う
雰
囲

気
』
醸
成
に
寄
与
し
つ
つ
、

任
務
を
全
う
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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平
成
３
１

九

州

補

給

処

令

和

元

年

度

第

４

師

団

ド

ロ

ー

ン

競

技

会

西
部
方
面
後
方
支
援
隊

各

部

相

互

研

修

（

補

給

部

）

九
州
補
給
処
は
、
令
和
２
年
２
月
12

日
（
水
）
、
福
岡
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ

た
令
和
元
年
度
第
４
師
団
戦
技
競
技
会

（
ド
ロ
ー
ン
競
技
会
）
に
参
加
し
ま
し

た
。九

州
補
給
処
は
、
全
国
の
補
給
処
で

唯
一
災
害
隊
区
を
保
有
し
、
こ
の
災
害

隊
区
が
第
４
師
団
管
内
に
所
在
す
る
こ

と
か
ら
、
初
動
対
処
部
隊
の
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
情
報
収
集
能
力
の
向
上
及
び
処

の
団
結
強
化
と
士
気
の
高
揚
を
目
的
に

参
加
し
ま
し
た
。

処
は
、
装
備
計
画
部
平
丸
１
尉
を
監

督
、
総
務
部
田
中
１
曹
（
組
長
）
及
び

松
本
２
曹
（
操
作
手
）
を
選
手
と
し
、

処
長
指
針
で
あ
る
「
出
場
す
る
か
ら
に

は
優
勝
！
」
を
目
標
に
目
達
原
駐
屯
地

内
に
お
い
て
、
機
材
設
定
、
飛
行
、
組

連
携
及
び
写
真
撮
影
等
日
々
練
成
に
励

み
、
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
大
会
当
日

は
、
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
、
参
加
11

個
部
隊
中
、
第
６
位
の
成
績
を
修
め
ま

し
た
。

組
長
田
中
１
曹
は
、
「
今
回
の
競
技

会
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
に
お
い
て
、

組
内
の
連
携
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と

を
深
く
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
練
成

実
施
と
大
会
参
加
に
は
監
督
を
は
じ
め
、

多
数
の
方
々
の
協
力
・
支
援
が
あ
り
、

大
会
に
お
い
て
優
勝
は
逃
し
た
も
の
の
、

練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
災
害
発
生
時
の
た
め
に
、

ド
ロ
ー
ン
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
す
べ

く
日
々
練
成
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

自
ら
が
学
ん
だ
事
項
を
隊
員
に
普
及
し

て
、
処
と
し
て
の
ド
ロ
ー
ン
操
作
能
力
、

延
い
て
は
、
情
報
収
集
能
力
の
向
上
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。

統裁部による機材の設定確認競技会の様子（福岡）

駐屯地内で練成する選手、田中１曹（左） ・松本２曹（右）

コンテナのバンニング要領の研修 概要説明の状況

「
創
隊
17
周
年
記
念
行
事
」

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
は
、

令
和
２
年
２
月
９
日
、
目
達
原

駐
屯
地
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｂ
会
長

の
久
保
様
を
は
じ
め
多
数
の
Ｏ

Ｂ
の
方
々
、
ご
家
族
の
方
々
の

ご
臨
席
の
も
と
、
隷
下
部
隊
を

参
集
し
、
創
隊
17
周
年
記
念
行

事
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
行
事
に
お
い
て
Ｏ
Ｂ
会

会
長
の
久
保
様
よ
り
祝
辞
を
賜

り
、
柳
田
隊
長
は
、
「
今
日
の

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
の
発
展

は
、
歴
代
隊
長
並
び
に
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
方
が
築
き
上
げ
、
脈
々
と

継
承
し
て
き
た
部
隊
の
伝
統
と

誇
り
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
、
隊
員
が
訓
練
・
任
務
に
邁

進
で
き
る
の
は
ご
家
族
の
支
え

と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
隊
員

一
人
一
人
が
、
西
部
方
面
後
方

支
援
隊
員
の
一
員
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
一
致
団
結
す
る

と
と
も
に
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
ご
家

族
皆
様
も
含
め
て
、
一
体
感
や

帰
属
意
識
を
醸
成
し
、
困
難
な

任
務
を
完
遂
し
て
い
く
た
め
、

更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
職

務
に
邁
進
し
ま
す
。
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
祝
賀

会
食
で
は
、
隊
員
約
２
０
０

名
が
参
加
し
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々

並
び
に
家
族
の
方
々
と
の
会

話
に
花
を
咲
か
せ
て
更
な
る

親
睦
を
深
め
、
本
記
念
行
事

は
盛
大
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

西部方面支援隊長柳田１佐

「

副
隊
長
離
着
任

」

第
９
代
西
部
方
面
後
方
支
援

隊
副
隊
長
池
ノ
本
1
等
陸
佐
は
、

令
和
２
年
３
月
16
日
付
で
会
計

監
査
隊
東
部
方
面
分
遣
隊
隊
長

（
朝
霞
）
と
し
て
ご
栄
転
さ
れ

ま
し
た
。
兵
站
支
援
業
務
の
豊

富
な
経
験
を
活
か
し
、
隊
長
を

積
極
的
に
補
佐
さ
れ
西
部
方
面

後
方
支
援
隊
の
充
実
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
付
で
、
第
10
代

西
部
方
面
後
方
支
援
隊
副
隊
長

と
し
て
、
陸
上
幕
僚
監
部
装
備

計
画
部
武
器
化
学
課
化
学
室
長

（
市
ヶ
谷
）
か
ら
棈
松
尚
俊

（
あ
べ
ま
つ

ひ
さ
と
し
）
１

等
陸
佐
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

棈
松
１
佐
は
、
昭
和
47
年
２

月
15
日
生
ま
れ
、
鹿
児
島
県
出

身
。
主
要
経
歴
は
、
第
10
化
学

防
護
隊
長
（
守
山
）
陸
幕
防
衛

部
情
報
通
信
・
研
究
課
情
報
通

信
室
計
画
Ｇ
Ｐ
長
（
市
ヶ
谷
）

陸
幕
通
信
シ
ス
テ
ム
・
情
報
部

指
揮
通
信
シ
ス
テ
ム
課
指
揮
通

信
シ
ス
テ
ム
班
長
（
市
ヶ
谷
）

等
の
職
を
歴
任
。
趣
味
は
、
家

族
と
の
キ
ャ
ン
プ
・
旅
行
。

「
最
先
任
上
級
曹
長
交
代
」

最
先
任
上
級
曹
長
江
渡
和

德
准
陸
尉
は
、
平
成
29
年
８

月
1
日
か
ら
令
和
２
年
３
月

15
日
ま
で
の
２
年
８
ヵ
月
の

間
、
第
４
代
最
先
任
上
級
曹

長
と
し
て
「
規
律
厳
正
で
精

強
な
部
隊
・
隊
員
の
育
成
」

を
要
望
事
項
に
揚
げ
、
服
務

面
に
お
い
て
は
、
末
端
に
至

る
ま
で
隊
員
の
生
の
声
を

し
っ
か
り
聞
き
一
歩
踏
み
込

ん
だ
確
実
な
心
情
把
握
に
努

め
、
各
部
隊
の
最
先
任
上
級

曹
長
等
と
連
携
を
と
り
、
部

隊
行
動
の
健
全
化
を
図
る
重

要
な
役
割
を
全
う
さ
れ
下
番

さ
れ
ま
し
た
。

第
５
代
最
先
任
上
級
曹
長

と
し
て
古
賀
隆
伸
准
陸
尉
が

上
番
さ
れ
、
「
准
曹
士
に
係

る
隊
務
全
般
に
関
し
西
部
方

面
後
方
支
援
隊
長
を
補
佐
す

る
と
と
も

に
、
准
曹

士
を
育
成

せ
よ
。
」

と
、
後
方

支
援
隊
長

よ
り
拝
命

さ
れ
ま
し

た
。

３月１２日交代式（目達原）

「
大
分
市
１
ト
ン
普
通
爆
弾
安
全
化
」

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊

第
１
０
４
不
発
弾
処
理
隊
は
、

令
和
２
年
３
月
８
日
（
日
）
、

大
分
県
大
分
市
に
お
い
て
発
見

さ
れ
た
、
米
国
製
１
ｔ
普
通
爆

弾
の
安
全
化
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
令
和
２
年
２
月

10
日
（
月
）
、
橋
新
設
工
事
を

行
っ
て
い
た
工
事
業
者
が
発
見

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
不
発

弾
の
状
況
か
ら
、
現
場
か
ら
半

径
約
５
０
０
ｍ
を
基
準
に
警
戒

区
域
を
設
定
し
、
同
区
域
内
の

住
民
約
３
，
０
０
０
名
の
一
時

避
難
や
交
通
規
制
、
同
区
域
内

の
Ｊ
Ｒ
の
部
分
運
休
な
ど
の
安

全
対
策
が
必
要
と
の
判
断
に
よ

り
、
処
理
隊
は
、
約
１
ヶ
月
を

か
け
て
安
全
に
処
理
す
る
た
め

の
調
整
・
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
の
安
全
化
は
、
警
戒
区
域

内
の
住
民
の
避
難
完
了
を
自
治

体
職
員
が
確
認
し
た
後
に
開
始

し
、
弾
頭
及
び
弾
底
の
２
個
の

信
管
を
約
１
時
間
で
抜
き
取
り

ま
し
た
。
関
係
各
機
関
の
積
極

的
な
恊
力
よ
り
、
無
事
に
任
務

を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
引
続
き
、
不
発
弾
処
理
技

３月８日（日）大分市大字鶴崎 乙津橋東河川敷

弾頭信管離脱作業 ライナープレート内での安全化準備

目

達

原

駐

屯

地

所

属

即

応

予

備

自

衛

官

｢

任
期
満
了
顕
彰
伝
達｣

第
１
０
５
補
給
大
隊

第
１
０
５
補
給
大
隊
第
１
補

給
中
隊
所
属
の
即
応
予
備
自
衛

官
で
あ
る
山
辺
靖
広
即
応
予
備

自
１
曹
は
、
令
和
２
年
２
月
28

日
か
ら
３
月
１
日
ま
で
の
間
、

第
26
次
即
応
予
備
自
衛
官
招
集

訓
練
を
最
後
に
定
年
に
伴
う
任

期
満
了
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て
平
成

11
年
４
月
２
日
か
ら
21
年
に
わ

た
り
勤
務
さ
れ
、
こ
の
間
、
す

べ
て
の
年
で
30
日
の
出
頭
日
数

を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

熊
本
震
災
に
お
い
て
は
、
災
害

派
遣
に
も
出
動
さ
れ
る
等
、
自

衛
隊
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
月
28
日
に
目

達
原
駐
屯
地
に
お
い
て
、
西
部

方
面
後
方
支
援
隊
長
か
ら
任
期

満
了
に
伴
う
顕
彰
伝
達
を
執
り

行
い
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。顕彰伝達式（目達原）

見送り行事（北熊本）

｢

集
大
成｣

第
１
０
３
弾
薬
大
隊

令
和
２
年
１
月
か
ら
３
月
に

か
け
即
応
予
備
自
衛
官
の
基
本

弾
薬
特
技
検
定
を
実
施
し
ま
し

た
。４

月
隊
員
９
名
が
受
検
し
、

平
成
31
年
３
月
部
隊
発
足
以
来

延
べ
12
名
の
即
応
予
備
自
衛
官

が
特
技
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、

４
月
隊
員
７
名
の
即

応
予
備
自
衛
官
が
、
出
頭
訓
練

日
数
30
日
を
達
成
し
、
大
隊
戦

力
化
に
向
け
、
常
即
一
体
と
な

り
訓
練
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

受入れ弾薬を照合する 樋口即自予備士長

補
給
処
は
、
２
月
17
日
（
月
）
、
補
給

部
集
約
倉
庫
周
辺
に
お
い
て
、
宮
古
新
編

部
隊
に
対
す
る
補
給
業
務
要
領
を
研
修
し

ま
し
た
。

各
部
の
隊
員
は
、
補
給
部
の
補
給
業
務

の
概
要
説
明
及
び
コ
ン
テ
ナ
の
バ
ン
ニ
ン

グ
・
ト
レ
ー
ラ
の
積
載
要
領
等
を
見
学
し

ま
し
た
。

（※

各
部
相
互
研
修
は
、
各
部
の
業
務
内

容
を
研
修
す
る
こ
と
で
情
報
共
有
及
び
理

解
促
進
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
）

術
の
練
度
向
上
に
努
め
、
安
全
確

実
な
処
理
任
務
を
遂
行
し
、
国
民

の
生
命
及
び
財
産
を
守
れ
る
よ
う

邁
進
し
て
い
き
ま
す
。



第７９号 めたばる 〔3〕令和２年４月号

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
４
飛
行
隊

第
3
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

第
３
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
３
月
６
日
（
金
）
の
Ａ
Ｈ―

64
Ｄ
の
飛
行

再
開
以
降
、
駐
屯
地
内
に
お
い
て
ホ
バ
リ
ン
グ
等
の
点
検
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

３
月
25
日
（
水
）
午
前
、
岩
田
防
衛
大
臣
政
務
官
視
察
の
下
、
事
故
後
初
め
て

と
な
る
駐
屯
地
外
に
お
け
る
飛
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
午
後
も
引

き
続
き
所
要
の
飛
行
を
実
施
し
、
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
隊
員
一
同
「
任
務
完
遂
と
安
全
確
保
は
不
離
一
体
」
の
認
識
の
下
、
国
民
の

負
託
に
こ
た
え
る
べ
く
、
日
々
任
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
Ｈ―

64
Ｄ
飛
行
再
開
に
伴
う

岩
田
防
衛
大
臣
政
務
官
視
察

予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

西
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
は
、
令
和
２
年
２
月
14
日
か
ら
同
年
２
月
18
日

ま
で
の
間
、
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
め
て
担
任
す
る
訓

練
で
あ
り
ま
し
た
が
、
予
備
自
衛
官
の
受
入
に
始
ま
り
、
被
服
交
付
、
訓
練
説

明
、
武
器
訓
練
、
救
急
法
及
び
野
外
衛
生
、
射
撃
検
定
、
体
力
検
定
、
職
種
研

修
等
の
各
種
訓
練
を
整
斉
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
武

器
訓
練
に
お
い
て
は
、
89
式
小
銃
を
初
め
て
取
扱
う
隊
員
が
多
数
い
ま
し
た
が
、

基
幹
要
員
の
懇
切
丁
寧
な
教
育
及
び
指
導
に
よ
り
、
安
全
か
つ
円
滑
に
射
撃
検

定
ま
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
職
種
研
修
で
は
、
西
部
方
面

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
が
初
め
て
担
任
す
る
特
性
も
あ
り
、
基
幹
要
員
の
説
明
を
熱

心
に
聴
講
す
る
予
備
自
衛
官
の
姿
が
見
ら
れ
、
基
幹
要
員
及
び
予
備
自
衛
官
と

も
に
大
い
に
成
果
の
あ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
得
た
成
果
を
糧
に
、
次
年
度
の
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
も
実

の
あ
る
訓
練
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
４
飛
行
隊
は
、
観
測
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
Ｏ
Ｈ
ー
６
Ｄ
用
途
廃

止
に
伴
い
、
令
和
２
年
２
月
28

日
、
駐
屯
地
に
お
い
て
、
ラ
ス

ト
フ
ラ
イ
ト
編
隊
飛
行
を
行
い

ま
し
た
。
ラ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
を

撮
影
し
た
山
口
１
曹
は
「
Ｏ

Ｈ
ー
６
Ｄ
の
初
搭
乗
は
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
行
方
不
明
者

捜
索
で
あ
り
、
あ
の
日
か
ら
９

年
、
思
い
起
こ
す
と
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
」
と
コ
メ

ン
ト
し
ま
し
た
。

３
月
３
日
、
Ｏ
Ｈ
ー
６
Ｄ
の

最
後
の
雄
姿
を
一
目
見
よ
う
と

操
縦
・
整
備
に
携
わ
っ
た
隊
員

等
、
大
勢
に
見
送
ら
れ
な
が
ら

関
東
補
給
処
へ
向
け
駐
屯
地
を

離
陸
し
、
各
隊
員
に
そ
の
雄
姿

を
し
っ
か
り
と
目
に
焼
き
付
け

さ
せ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｈ―

６
Ｄ
ラ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト

職種研修 武器訓練（銃の分解結合）

武器訓練（特殊武器防護）救急法（心肺蘇生）

ラストフライトのＯＨ－6Ｄ 撮影：４飛 山口１曹

駐屯地外に向かって離陸するＡＨ－64Ｄ 地上試運転の状況

場外飛行を視察する岩田政務官取材陣の前でホバリングをするＡＨ－64Ｄ



第７９号 めたばる 〔4〕令和２年４月号

曹
友
会

ふ
れ
あ
い
家
族
い
ち
ご
狩
り

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊

西
シ
通
群
本
部
中
隊
映
像
写
真
小
隊
空
中
伝
送
班

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

定
年
退
官
者
・
定
年

退
官
予
定
者

新
着
任
部
長
紹
介

九
州
補
給
処
補
給
部
長

２
等
陸
佐

鈴
木

由
紀

出

身

岐
阜
県

職

種

化
学
科

統
率
方
針

「
和
衷
協
同
」

令
和
２
年
１
月
11
日
（
土
）
、
福
岡
県
朝

倉
郡
に
あ
る
、
ら
い
お
ん
果
実
園
に
て
、
実

施
さ
れ
た
、
佐
賀
・
筑
後
地
区
曹
友
会
合
同

事
業
の
「
ふ
れ
あ
い
家
族
い
ち
ご
狩
り
」
に
、

目
達
原
駐
屯
地
会
員
家
族
29
世
帯
99
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

絶
好
の
い
ち
ご
狩
り
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
家
族
は
、
８
種
類
あ
る
品
種
に
ど
れ

を
食
べ
よ
う
か
迷
い
な
が
ら
、
赤
く
色
づ
い

た
甘
い
い
ち
ご
の
食
べ
比
べ
を
し
つ
つ
冬
の

果
実
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
味
に
飽
き
の

こ
な
い
よ
う
に
途
中
か
ら
味
を
か
え
て
食
べ

る
た
め
に
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
練
乳
を
持
参

し
て
い
ち
ご
を
堪
能
す
る
大
人
や
子
供
た
ち

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
園
内
に
は
い
ち
ご
の
沢
山
詰
ま
っ

た
ク
レ
ー
プ
販
売
や
、
子
供
向
け
の
い
ち
ご

の
貸
し
衣
装
や
か
ぶ
り
物
を
身
に
ま
と
い
記

念
写
真
を
撮
る
家
族
も
い
ま
し
た
。

▽
４
月

16
日

西
後
支

牟
田
２
曹

24
日

装
計
部

池
田
３
佐

▽
６
月

24
日

整
備
部

黒
川
２
佐

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

（
駐
屯
地
医
務
室
）

参
加
し
た
会
員
家
族
は
、
家
族
間
の

絆
を
深
め
た
り
と
、
良
い
休
日
の
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

駐
屯
地
医
務
室
は
、
３
月
５
日
（
木
）
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
た

際
に
備
え
、
九
州
補
給
処
総
務
部
衛
生
課
隊

員
に
よ
る
タ
イ
ベ
ッ
ク
ス
ス
ー
ツ
の
着
脱
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
屯
地
は
建
物
内
に
お
け
る
共
用

す
る
施
設
等
に
対
し
て
１
日
に
２
回
を
基
準

に
次
亜
塩
素
酸
に
よ
る
消
毒
を
実
施
し
駐
屯

地
一
丸
と
な
っ
て
防
疫
に
努
め
て
い
ま
す
。スムーズに着脱出来るように訓練する隊員

次亜塩素酸による共用施設等の除菌 隊員相互に着衣状況を確認

西
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊
所
属
の
別
府
３

曹
は
、
１
月
13
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
の
間
、
都
城
駐

屯
地
で
実
施
さ
れ
た
第
８
師
団
部
隊
格
闘
指
導
官
集
合

訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
初
、
素
養
試
験
が
行
わ
れ

合
格
者
が
70
名
中
37
名
と
い
う
狭
き
門
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
見
事
突
破
し
、
そ
の
後
も
厳
し

い
訓
練
を
重
ね
て
最
終
試
験
ま
で
到
達
し
、
合
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
隊
で
４
人
目
の
指
導
官
と
な
る
別
府
３
曹
は
、
諸

先
輩
方
と
共
に
隊
員
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
今
か
ら

胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待

で
き
る
頼
も
し
い
隊
員
で
す
。
頑
張
れ
！
別
府
３
曹
！

先輩達に囲まれて笑顔の別府３曹（右から２番目）

空
中
伝
送
班
は
、
３
月
６
日
（
金
）
、
部
隊
発
足
以

来
初
の
試
み
と
な
る
群
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
会
に
参
加

し
、
災
害
派
遣
を
想
定
し
た
５
分
間
の
映
像
に
対
し
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
挿
入
し
、
そ
の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
群
長
及
び
防
衛
部
シ
ス
テ
ム
通
信
課
長
を
は
じ
め

と
す
る
各
評
価
員
の
方
々
よ
り
臨
場
感
や
必
要
な
情
報

を
意
識
し
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
等
、
様
々
な
観

点
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
じ
後
の
練
度
管
理
及
び

錬
成
要
領
の
資
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
即
応
態
勢
を
堅
持
し
つ
つ
、
映
像
伝
送
能
力
の
向
上

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
第
１
０
２
基
地
シ
ス
テ

ム
通
信
大
隊
第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
は
、
１
月
20
日

（
月
）
、
令
和
元
年
度
群
銃
剣
道
競
技
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

競
技
の
内
容
は
、
団
体
戦
、
個
人
戦
（
幹
部
の
部
）

（
陸
曹
の
部
）
（
陸
士
の
部
）
（
女
性
自
衛
官
の
部
）

（
新
人
の
部
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
行
わ
れ
各
隊
員
は

自
分
の
限
界
へ
の
挑
戦
、
部
隊
の
名
誉
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
団
結
及
び

士
気
が
よ
り
高
ま
る
競
技
会
と
な
り
ま
し
た
。

銃剣道（女性隊員）の部

気迫を込めて競技する隊員

団体戦で果敢に責め合う隊員

開会式状況付与

ナレーションを実施する隊員表彰式


